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金田町人の動き 

(12月1日現在） 
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生

入

 

年

頭

 の
 
挨
 
拶
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

昭
和
 58 

年
も
諸
事
多
 

難
の
う
ち
に
あ
わ
た
だ
 

し
く
過
ぎ
さ
り
、
こ
こ
 

正
 (

 

金
田
町
長
 

大
 

島
 

陸
 

雄
 

に
、
、
昭
和
 59 

年
の
新
春
 

を
迎
へ
紙
面
を
も
っ
て
 

衷
心
よ
り
町
民
の
皆
様
 

に
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
 

上
げ
ま
す
。
 

さ
て
、
昨
年
は
財
政
 

再
建
に
つ
き
ま
し
て
町
 

民
の
皆
様
に
は
一
方
な
 

ら
ぬ
ご
協
力
を
 

賜
わ
り
、
誠
に
 

有
難
う
ご
ざ
い
 

ま
し
た
。
 

心
か
ら
厚
く
 

お
礼
を
申
し
上
 

げ
ま
す
。
 

お
か
げ
を
も
 

ち
ま
し
て
皆
様
 

方
の
深
い
ご
理
解
と
ご
 

協
力
に
よ
り
、
再
建
計
 

画
も
順
調
に
進
ん
で
お
 

り
ま
す
。
 

56 

年
度
決
算
に
あ
っ
 

て
は
、
三
億
六
千
万
円
 

57 

年
度
決
算
に
お
い
て
 

は、 

56 

年
度
を
上
廻
る
 

三
億
九
九
、
七
八
六
千
 

円
（
約
四
億
円
）
 
が
借
 

金
の
返
済
に
充
て
る
財
 

源
を
得
る
こ
と
が
で
き
 

》

什

什

朴

ル

‘
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ま
し
た
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
に
は
 

財
政
再
建
の
た
め
と
は
 

言
え
、
住
民
福
祉
行
政
 

や
身
近
な
環
境
整
備
等
 

行
き
届
か
な
い
も
の
が
 

多
々
あ
る
こ
と
と
存
じ
 

誠
に
申
し
訳
け
な
く
思
 

っ
て
お
り
ま
す
。
 

今
後
と
も
財
政
事
情
 

は
益
々
厳
し
い
も
の
と
 

思
わ
れ
ま
す
が
、
私
共
 

は
一
日
も
早
い
財
政
再
 

建
の
た
め
に
全
精
力
を
 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
 
を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
 

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
 

昭
和
五
十
九
年
の
年
 
し
上
げ
ま
す
。
 

頭
に
あ
た
り
、
町
議
会
 

皆
様
ご
承
知
の
「
」
と
 

傾
注
し
て
参
る
覚
悟
で
 

ご
ざ
い
ま
す
。
 

町
民
の
皆
さ
ん
、
ど
 

う
か
本
年
も
町
政
に
対
 

し
倍
旧
の
ご
理
解
と
ご
 

協
カ
を
賜
わ
り
ま
す
よ
 

う
お
願
い
、
い
た
し
ま
 

す
と
共
に
、
皆
様
方
の
 

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
 

か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
 

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
 

拶
と
い
た
し
ま
す
。
 保

 

く
、
本
町
は
昭
和
五
十
 

六
年
度
か
ら
赤
字
再
建
 

団
体
に
陥
り
ま
し
た
が
 

皆
様
方
に
は
多
大
の
ご
 

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
 

だ
き
、
現
在
順
調
に
再
 

建
が
進
め
ら
れ
て
お
り
 

ま
す
。
 

こ
れ
も
一
重
に
皆
様
 

方
の
ご
協
力
の
賜
も
の
 

で
あ
り
、
心
か
ら
お
礼
 

を
申
し
上
げ
ま
す
。
 

当
分
の
間
は
財
政
再
 

建
計
画
に
よ
っ
て
町
単
 

独
事
業
は
抑
制
さ
れ
、
 

ま
た
住
民
福
祉
に
お
い
 

て
も
行
き
届
か
な
い
も
 

の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
 

が
、
私
共
議
会
は
町
執
 

行
部
と
も
ど
も
力
を
合
 

せ
て
、
 

一
日
も
早
い
財
 

政
再
建
の
た
め
に
全
力
 

を
傾
注
し
努
力
す
る
所
 

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

何
卒
皆
様
方
に
お
か
 

れ
ま
し
て
は
、
今
後
共
 

町
政
に
対
し
暖
か
い
ご
 

理
解
と
ご
協
力
の
程
お
 

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
 

共
に
、
皆
様
方
の
ご
多
 

幸
を
心
か
ら
お
祈
り
い
 

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
 

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
 

ま
す
。
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国
土
調
査
に
ご
協
力
を
 
⑩
 

振

興

課

国

土

調

査

係

 

一
、
現
地
調
査
に
つ
い
て
 

O
 

O
 

o
 

o
 

現
地
調
査
と
は
、
現
地
に
お
 

い
て
、
調
査
区
域
内
の
土
地
の
 

現
況
を
一
筆
ご
と
に
も
れ
な
く
 

調
査
す
る
こ
と
で
す
。
 

こ
の
現
地
調
査
は
、
毎
筆
の
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

土
地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
 

。
 

O
 

O
 

o
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

地
番
、
及
び
地
目
を
直
接
現
地
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

に
お
い
て
調
査
し
、
現
地
に
設
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

置
さ
れ
た
筆
界
標
示
杭
に
基
づ
 

O
 

。
 

。
 

．
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

き
筆
界
（
境
界
）
の
確
認
作
業
 

を
行
い
、
そ
の
調
査
結
果
が
、
 

地
籍
調
査
の
成
果
で
あ
る
地
籍
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

簿
及
び
地
籍
図
（
登
記
所
備
付
 

。
 

o
 

地
図
）
作
成
の
基
礎
と
な
り
ま
 

た
、
後
続
し
て
実
施
さ
れ
る
地
 

籍
細
部
測
量
の
基
礎
と
な
る
も
 

の
で
す
。
 

次
に
こ
の
現
地
調
査
に
お
け
 

る
調
査
事
項
に
つ
い
て
説
明
し
 

ま
す
。
 

m
 
現
地
調
査
に
お
け
る
調
査
 

事
項
 

O
 

O
 

O
 

。
 

0
 
調
査
対
象
 
調
査
の
対
 

。
 

。
 

。
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

象
は
、
調
査
区
域
内
の
毎
筆
の
 

O
 

。
 

土
地
で
す
。
 
こ
こ
に
い
う
土
地
 

と
は
、
所
有
権
等
の
登
記
の
対
 

象
と
な
り
得
る
不
動
産
と
し
て
 

の
土
地
の
こ
と
で
あ
り
、
毎
筆
 

の
土
地
と
は
調
査
区
域
内
に
存
 

す
る
す
べ
て
の
土
地
を
意
味
し
 

そ
の
単
位
と
な
る
個
々
の
土
地
 

が
一
筆
地
で
す
。
 

e
 
所
有
者
の
調
査
 
所
有
 

者
の
調
査
と
は
、
 
】
筆
地
を
特
 

定
す
る
た
め
の
一
作
業
と
し
て
 

所
有
者
を
調
査
す
る
こ
と
妥
意
 

味
し
．
現
地
に
つ
い
て
一
筆
地
 

の
境
界
を
確
認
す
る
に
際
し
、
 

相
隣
地
の
所
有
者
を
確
認
し
た
 

上
で
記
会
を
求
め
た
り
、
あ
る
 

.
 

.
 

．
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

●
 

・
 

い
は
登
記
簿
上
の
所
有
者
の
住
 

所
や
氏
名
に
変
更
や
誤
り
が
あ
 

.
 

.
 

.
 

．
 

●
 

．
 

．
 

●
 

●
 

・
 

る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
等
の
 

作
業
で
す
。
 

●
 
地
番
の
調
査
 
地
番
の
 

調
査
と
は
、
調
査
区
域
内
の
土
 

地
の
地
番
を
確
認
し
、
そ
の
地
 

番
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
又
は
 

誤
り
が
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
 

。
 

。
 

o
 

そ
れ
ぞ
れ
仮
地
番
を
設
定
し
、
 

あ
る
い
は
訂
正
を
行
う
こ
と
で
 

す。 0
 
地
目
の
調
査
 
地
目
の
 

。
 

。
 

O
 

O
 

O
 

O
 

o
 

調
査
と
は
、
土
地
の
現
況
と
利
 

。
 

。
 

。
 

．
 

。
 

o
 

用
状
況
に
よ
り
、
調
査
区
域
内
 

の
土
地
の
用
途
別
種
類
を
確
定
 

す
る
こ
と
で
す
。
地
目
は
、
不
 

動
産
登
記
法
施
行
令
三
条
に
よ
 

。
 

O
 

。
 

つ
て
、
田
、
畑
、
宅
地
、
塩
田
 

鉱
泉
地
、
池
沼
、
山
林
、
牧
 

場
、
原
野
、
墓
地
、
境
内
地
、
 

O
 

。
 

唾
河
用
地
、
水
道
用
地
、
用
悪
 

水
路
、
た
め
池
、
堤
、
井
溝
、
 

。
 

。
 

。
 

O
 

a
 

保
安
林
、
公
衆
用
道
路
、
公
園
 

。
 

。
 

。
 

。
 

・
 

学
校
用
地
、
鉄
道
用
地
及
び
雑
 

種
地
に
区
分
し
て
定
め
ら
れ
て
 

い
ま
す
．
 

●
 
筆
界
の
調
査
 
筆
界
の
 

調
査
と
は
、
現
地
に
設
置
さ
れ
 

た
筆
界
標
示
杭
に
基
づ
き
筆
界
 

の
確
認
作
業
を
行
い
、
 
一
筆
地
 

調
査
の
各
調
査
の
う
ち
で
最
も
 

重
要
な
作
業
で
す
。
そ
こ
で
筆
 

界
確
認
作
業
に
当
た
っ
て
は
、
 

そ
の
止
確
性
を
期
J
・
る
た
め
、
 

土
地
所
有
者
そ
の
他
の
利
害
関
 

係
人
等
の
立
会
と
確
認
行
為
が
 

必
要
不
可
欠
の
要
件
で
す
。
 

ニ
、
昭
和
 58 

年
度
国
土
調
査
の
 

進
行
状
況
に
つ
い
て
 

昭
和
 58 

年
度
は
下
神
崎
（
農
 

地
）
地
区
を
調
査
区
域
と
し
て
 

実
施
し
て
い
ま
す
。
 
12 

月
末
に
 

現
地
立
会
を
ほ
ぼ
終
え
、
1
月
 

よ
り
測
量
に
入
り
ま
す
。
調
査
 

地
区
内
の
土
地
所
有
者
及
び
利
 

害
関
係
者
の
方
々
に
お
い
て
は
 

現
地
立
会
時
に
確
認
し
た
筆
界
 

標
示
杭
の
保
存
等
の
ご
協
力
を
 

お
願
い
致
し
ま
す
。
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十
一
一
月
詠
草
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公

民

館

短

歌

教

室

 

友
清
 
隆
雄
 
菜
の
花
を
 
摘
む
吾
が
頬
を
春
 

う
つ
う
つ
と
け
も
の
め
く
心
湧
 
風
が
撫
づ
 

き
て
来
ぬ
 
生
命
断
ち
た
る
は
 

か
、
る
と
き
な
ら
む
 

田
代
 

稔
 

す
ぼ
み
た
る
む
く
げ
の
白
き
花
 

千
手
佐
起
子
 
び
ら
が
 
日
ぐ
れ
の
雨
に
ポ
タ
 

二
百
六
十
九
名
一
瞬
に
し
て
命
 
ポ
タ
と
落
っ
 

絶
ゅ
 
信
じ
難
け
れ
ど
事
故
に
 

は
あ
ら
ず
 

山
口
 

倭
子
 

ふ
る
さ
と
よ
り
帰
り
来
し
日
の
 

藤
林
 
俊
信
 
わ
が
夫
は
 
お
だ
や
か
に
亡
き
 

う
つ
つ
な
く
縁
に
腰
か
け
眺
め
 
兄
を
語
れ
り
 

る
る
 

日
王
の
嶺
に
沈
む
タ
日
 

を
 

中
村
 
繁
生
 

高
木
美
代
子
 
校
庭
の
茂
れ
る
草
の
一
茎
に
 

一
人
居
の
夜
の
し
じ
ま
に
鈴
虫
 
槌
り
し
ま
、
に
乾
き
し
バ
ツ
タ
 

の
・
・
声
き
き
を
れ
ば
心
な
ご
み
 

ぬ
 

藤
本
 
唯
彦
 

葉
の
色
も
衰
え
そ
め
し
庭
の
木
 

に
 
日
暮
の
蝉
が
根
っ
め
て
晴
 

く
 

福
原
 
照
子
 

コ
ス
モ
ズ
の
し
げ
み
の
中
に
ダ
 

リ
ァ
咲
き
 
風
に
ゆ
ら
げ
り
紅
 

匂
ひ
つ
、
 

井
手
元
智
恵
子
 

岡
野
富
司
生
 

バ
ス
を
待
つ
間
河
原
に
咲
け
る
 
ゴ
ル
球
さ
が
し
つ
ラ
フ
の
草
分
 

く
れ
ば
 
夏
わ
ら
び
が
小
さ
き
 

こ
ぶ
し
並
べ
る
る
 室

 

k
ーョ 

老
の
身
を
娘
に
支
え
ら
れ
登
り
 

阿
部
 

重
宏
 

書
か
れ
た
方
々
の
御
苦
労
に
 

似
た
る
顔
並
ベ
カ
メ
ラ
に
ポ
l
 
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ズ
す
る
 

四
人
姉
妹
に
や
は
き
 

大
会
で
選
ば
れ
た
詠
草
、
氏
 

秋
の
陽
 

名
は
次
の
通
り
で
す
。
 

き
ぬ
 

美
幌
峠
の
絶
景
を
み
む
 

【
講
師
選
】
 

と
 

久
保
 
恵
子
 

福
田
 

昌
 

と
 

朝
焼
の
東
の
空
に
残
月
は
 
利
 

が

ま

 

鎌
の
ご
と
く
銀
光
に
光
る
 

小
野
ト
メ
子
 

健
や
か
に
育
つ
て
く
れ
と
病
む
 

夫
は
 

明
日
か
へ
り
ゆ
く
み
ど
 

り
児
に
い
ふ
 

ひ
よ
う
き
ん
に
ふ
る
ま
ふ
己
の
 

気
持
な
ど
 
人
は
知
る
ま
い
と
 

父
の
つ
ぶ
や
く
 

菊
池
 

一
枝
 

縁
談
を
こ
と
わ
り
終
へ
て
安
ど
 

と
も
 
悲
し
み
と
も
つ
か
ぬ
涙
 

に
じ
み
く
 

盛
会
だ
っ
た
 

第
三
回
 

金
田
町
短
歌
大
会
 

中
 
央
 
公
 
民
 
館
 

菊
薫
る
十
一
月
＋
三
日
金
田
 

町
文
化
祭
に
呼
応
し
て
、
第
111 

回
金
田
町
短
歌
大
会
が
中
央
公
 

民
館
に
於
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
 

出
詠
者
三
＋
名
、
出
詠
歌
五
 

＋
九
首
に
及
び
、
筑
豊
の
小
さ
 

な
町
に
も
さ
さ
や
か
な
が
ら
、
 

文
化
の
灯
が
点
り
つ
つ
あ
り
、
 

町
民
の
文
化
活
動
に
対
す
る
関
 

心
も
深
ま
つ
て
き
た
様
で
す
。
 

公
民
館
長
の
挨
拶
の
後
、
直
 

ち
に
互
選
に
入
り
、
町
長
賞
（
 

一
位
）
一
首
、
公
民
館
長
賞
（
 

二
位
）
一
首
、
短
歌
教
室
賞
〔
 

三
位
）
一
首
、
入
選
（
四
位
、
 

五
位
）
各
一
首
を
選
び
、
つ
い
 

で
講
師
友
情
隆
雄
先
生
の
選
に
 

よ
る
天
賞
（
一
位
）
、
地
賞
（
 

二
位
）
、
人
賞
（
三
位
）
各
一
 

首
、
佳
作
（
四
位
）
五
首
、
新
 

人
賞
一
首
の
発
表
が
行
な
わ
れ
 

更
に
、
全
出
詠
歌
五
十
九
首
に
 

つ
き
指
導
講
評
を
い
た
だ
き
、
 

最
後
に
賞
状
賞
品
の
授
与
を
行
 

な
い
、
記
念
写
真
を
写
し
て
意
 

義
深
く
大
会
の
幕
を
と
じ
ま
し
 

た。 出
詠
の
歌
は
い
づ
れ
も
素
人
 

と
は
言
い
な
が
ら
、
素
直
で
気
 

持
の
透
つ
た
歌
ば
か
り
で
前
回
 

一
段
と
向
上
が
見
ら
れ
、
趣
味
 

を
同
じ
く
す
る
も
の
同
士
の
心
 

の
触
れ
あ
い
を
強
く
感
じ
ま
し
 

た。 ま
た
文
化
祭
展
示
場
に
短
歌
 

教
室
十
八
名
の
詠
草
が
、
書
道
 

構
川
玲
月
社
中
の
方
女
の
見
事
 

な
筆
蹟
に
よ
り
展
示
さ
れ
、
会
 

場
に
彩
り
を
添
え
参
歓
者
の
注
 

目
を
浴
び
ま
し
た
。
f
' 
一！ 

そ
 
の

一

杯

 

断

わ

 る

勇

気

 が
 

事

故

を

 断
 
つ
 

国
民
年
金
は
 

加
歳
に
な
っ
た
そ
の
日
か
ら
 

ー
月
 15 

日
は
成
人
の
日
で
す
 

！
大
人
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
 

社
会
人
と
し
て
第
一
歩
を
ふ
み
 

出
す
記
念
日
に
、
生
涯
設
計
の
 

一
』
つ
と
し
て
国
民
年
金
を
お
考
 

一
え
く
だ
さ
い
。
 

最
近
の
わ
が
国
は
、
 
医
療
技
術
 

の
進
歩
な
ど
に
よ
っ
て
平
均
寿
 

命
が
大
幅
に
伸
び
、
世
界
一
の
 

長
寿
国
と
な
り
ま
し
た
。
 

報
 
人
ロ
の
老
齢
化
と
核
家
族
化
の
 

進
行
は
、
老
後
の
生
活
を
子
に
 

頼
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
、
現
 

在
で
は
将
来
の
生
活
保
障
は
年
 

町
 
金
で
と
考
え
る
人
が
多
く
な
つ
 

て
い
ま
す
。
 

国
民
年
金
は
、
老
後
の
生
活
設
 

計
を
た
て
る
う
え
で
欠
せ
な
い
 

田
 
制
度
と
な
っ
て
い
ま
す
・
 

金
 
の
公
的
年
金
制
度
が
あ
り
、
す
 

わ
が
国
に
は
、
国
民
年
金
、
厚
 

生
年
金
、
共
済
組
合
な
ど
八
つ
 

べ
て
の
人
が
必
ず
ど
れ
か
の
年
 

金
制
度
に
加
入
す
る
皆
年
金
と
 

な
っ
て
い
ま
す
。
 

会
社
や
工
場
に
勤
め
る
人
は
厚
 

生
年
金
に
、
公
務
員
な
ど
の
人
 

は
共
済
組
合
に
、
そ
し
て
、
農
 

林
漁
業
、
商
葉
な
ど
、
自
営
業
 

と
そ
の
家
族
の
人
で
 20 
歳
か
ら
 

59 

歳
ま
で
の
人
は
、
国
民
年
金
 

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
 

ま
す
。
 

固
 

こ
の
国
民
年
金
は
、
歳
を
と
つ
 

た
り
、
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
 

な
ど
に
年
金
を
支
給
し
て
生
活
 

の
安
定
が
保
た
れ
る
仕
組
に
な
 

っ
て
い
ま
す
。
 

20 
歳
を
迎
え
た
ば
か
り
の
皆
さ
 

ん
に
と
っ
て
、
老
後
の
年
金
の
 

話
は
ま
だ
ま
だ
遠
い
先
の
こ
と
 

と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
 

が
、
人
間
だ
れ
し
も
歳
を
と
り
 

老
後
は
必
ず
や
っ
て
き
ま
す
、
 

老
後
の
設
計
に
早
す
ぎ
る
こ
と
 

は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
 

成
人
を
機
会
に
是
非
国
民
年
金
 

に
加
入
し
、
皆
さ
ん
が
老
後
を
 

迎
え
る
 21 

世
紀
の
高
齢
化
社
会
 

に
備
え
ま
し
よ
う
．
 

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
ほ
、
 

金
田
町
役
場
住
民
課
福
祉
係
で
 

届
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
 

印
鑑
を
押
す
だ
け
で
簡
単
に
す
 

み
ま
す
。
 

国
民
年
金
告
知
板
 

昭
和
餌
年
生
れ
の
方
ヘ
ノ
・
 

あ
な
た
は
、
今
年
で
満
 35 
歳
 

60 

歳
ま
で
に
、
保
険
料
納
付
期
 

間
を
 25 

年
必
要
と
す
る
老
齢
年
 

金
の
受
給
権
が
と
れ
る
か
、
と
 

れ
な
い
か
の
瀬
戸
際
に
立
っ
て
 

い
ま
す
。
 

国
民
年
金
に
未
加
入
の
人
や
、
 

保
険
料
を
滞
納
し
て
い
る
人
は
 

も
う
「
待
っ
た
な
し
」
 
の
年
で
 

す。 
役
場
福
祉
係
へ
必
ず
ご
相
談
く
 

だ
さ
い
。
 

大
正
 13 

年
生
れ
の
方
へ
 

一
お
な
た
は
今
年
で
満
 60 

歳、 

国
民
年
金
の
保
険
料
を
全
部
か
 

け
終
り
、
あ
と
は
老
齢
年
金
を
 

請
求
す
る
ば
か
り
に
な
り
ま
し
 

た。 

一

 

二
 

「

 

J

 

一 

叩
 
パ、 

」
 
一
 

「「「競編」一 

印
歳
か
ら
で
も
老
齢
年
金
を
請
『
 

求
で
き
ま
す
が
、
年
金
額
が
 42 

」 

《

俳

 
句

》

 

岡
本
勝
次
郎
 

法
悦
の
庭
引
き
し
め
て
 

求
年
齢
の
 65 

歳
ま
で
、
楽
し
み
「
 

克
芳
 

切
狙
り
 

に
お
待
ち
く
だ
き
い
。
 

叩
寵
末
こ
羽
眼
を
木
カ
つ
 

、、・ー・ 

【‘一‘ 

％
も
減
額
さ
れ
ま
す
。
 
‘ 

「 

岩
野
 
勝
義
 

石
蕗
咲
け
り
 

」
諾
鯵
疑
鰹
次
ぎ
次
ぎ
と
思
難
れ
、
く
ぼ
み
ゆ
く
香
春
の
警
 

大
正
8
年
生
れ
の
方
へ
 

あ
な
た
は
今
年
で
満
 65 

歳、 

い
よ
い
よ
老
齢
年
金
受
給
者
の
 

仲
間
入
り
で
す
。
 

誕
生
日
が
来
た
ら
印
鑑
と
国
民
 

年
金
手
張
を
持
っ
て
役
場
住
民
 

課
福
祉
係
で
老
齢
年
金
の
請
求
 

手
統
き
を
し
て
く
だ
さ
い
．
 

金
田
町
投
場
 

住
民
課
福
祉
係
 

。
 一

流
木
に
羽
根
を
休
融
る
 

《
短
 
歌
》
 

「 

原
田
 
豊
茂
 

〉
子
供
よ
り
母
が
晴
れ
着
の
 

叱 

七
五
三
 

ク
湖
巻
謝
」
月
「
に
 

『 

一 

七
五
三
 

ー 
荒
れ
る
ま
か
 

一 

鳥
越
 
美
枝
 

寒
々
と
坂
を
下
れ
ば
枯
落
葉
 

追
は
る
ジ
如
く
 

こ
ろ
が
り
て
行
く
 

岩
野
 
勝
義
 

メ
縄
を
作
る
手
先
の
 

一
 
一
 
一
 
一
 

一。。。相80
。。18080
。。円。080
。pm
『。0
。」
 

。
 

」
 

一
 

一
 
一
 
一
 
一
 
。
 

一
＼
窪
「
静
戸
浸
畿
』
 

廿
精
神
障
害
者
の
家
族
へ
廿
 

精
神
障
害
者
は
、
他
の
障
害
 

者
の
よ
う
に
法
律
の
救
済
が
不
 

十
分
で
す
か
ら
、
家
族
が
患
者
 

の
た
め
に
積
極
的
に
努
力
す
る
 

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

病
気
は
／
薬
は
ノ
家
族
は
ど
 

の
よ
う
に
し
た
ら
よ
し
か
等
々
 

を
医
師
や
専
門
家
の
意
見
を
聞
 

い
た
り
、
見
学
等
を
活
発
に
行
 

つ
て
い
る
家
族
会
の
こ
と
を
御
 

存
じ
で
し
よ
う
か
。
 

御
互
い
の
家
族
や
寛
解
者
が
 

自
由
に
話
し
合
え
る
憩
い
の
家
 

や
中
間
作
業
所
も
計
画
が
具
体
 

化
し
て
お
り
ま
す
。
家
族
が
閉
 

じ
こ
も
っ
て
は
駄
目
で
す
。
 

た
め
ら
い
や
遠
慮
を
し
な
い
 

で
進
ん
で
家
族
会
へ
お
た
づ
ね
 

下
さ
い
。
 

田
川
地
域
精
神
障
害
者
家
族
 

会
事
務
局
（
田
川
保
健
所
内
）
 

T
E
L
 

0
9
4
7
4
④
0
6
6
6
 

天
 
賞
 

小
野
ト
メ
子
 

今
日
も
又
地
図
を
ひ
ろ
げ
て
 

旅
を
す
る
 
癒
ゅ
る
こ
と
な
 

き
夫
と
ニ
人
で
 

地
 
賞
 

阿
部
 
重
宏
 

妻
居
ね
ば
こ
と
こ
と
と
菜
を
 

温
め
を
り
 
窓
に
タ
陽
の
か
 

げ
移
る
こ
ろ
 

人
 
賞
 

中
村
 
繁
生
 

子
の
時
分
群
れ
て
浮
か
れ
し
 

祭
難
子
も
 
ひ
と
り
聞
き
入
 

る
齢
と
な
り
ぬ
 

佳
 
作
 

室
ト
ョ
・
岡
野
富
司
生
・
田
 

代
稔
・
藤
本
唯
彦
・
久
保
恵
子
 

新
人
賞
 

三
村
和
子
 

〔
互
選
〕
 

町
長
賞
 

小
野
ト
メ
子
 

今
日
も
又
地
図
を
ひ
ろ
げ
て
 

旅
を
す
る
 
癒
ゆ
る
こ
と
な
 

き
夫
と
二
人
で
 

公
民
館
長
賞
 

中
村
 
睦
美
 

ひ

か

り

 

昇
り
く
る
陽
光
仰
げ
ば
苦
労
 

な
ど
 

な
か
り
し
如
き
停
年
 

の
朝
 

短
歌
教
室
賞
 

阿
部
 
重
宏
 

妻
居
ね
ば
こ
と
こ
と
と
菜
を
 

温
め
を
り
 
窓
に
タ
陽
の
か
 

げ
移
る
こ
ろ
 

四
位
 
大
内
郁
代
 

五
位
 
藤
本
唯
彦
、
一
 

「
滞
納
整
理
強
調
期
間
」
 

県
で
は
昭
和
 58 

年
 12 

月
ー
日
 

か
ら
昭
和
 59 

年
4
月
 30 

日
ま
で
 

「
滞
納
整
理
強
調
期
間
」
と
し
て
 

県
税
の
滞
納
の
」
掃
を
図
る
こ
 

と
に
し
て
い
ま
す
。
 

県
民
の
皆
さ
ん
、
県
税
、
町
 

税
、
国
税
を
問
わ
ず
税
金
の
滞
 

納
が
な
い
か
、
い
ま
一
度
確
か
 

め
ま
し
よ
う
。
 

次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
最
近
 

特
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
気
 

を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
 

ー
．
住
所
変
更
等
の
届
を
し
 

て
い
な
い
た
め
に
納
税
通
知
書
 

が
手
許
に
届
か
な
い
ま
ま
滞
納
 

と
な
っ
て
い
る
。
 

2
．
自
動
車
税
で
、
売
買
、
 

廃
車
等
に
際
し
陸
運
事
務
所
に
 

登
録
変
更
の
手
続
を
し
て
い
な
 

い
た
め
滞
納
と
な
っ
て
い
る
．
 

こ
の
よ
う
な
場
合
も
含
め
て
滞
 

納
す
る
と
延
滞
金
が
か
か
つ
た
 

り
財
産
の
差
押
え
を
受
け
た
り
 

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
注
 

意
し
て
下
さ
い
。
未
だ
納
税
さ
 

れ
て
な
い
方
は
、
納
税
に
御
協
 

力
し
て
戴
く
よ
う
お
願
い
し
ま
 

す。 な
お
、
納
付
に
つ
い
て
事
情
 

等
が
あ
る
と
き
は
．
電
話
等
に
 

よ
り
連
絡
し
て
下
さ
い
。
 

田
川
総
合
庁
舎
内
 

田
川
財
務
事
務
所
 

微
収
課
 
電
話
④
八
一
一
一
 

内
線
 
35 

、 
36 

、 
38 

「
公
給
領
収
証
」
を
 

受
取
り
ま
し
よ
う
ノ
・
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
と
は
、
 

皆
様
方
が
料
理
店
、
バ
1
、
J

キ
 

ャ
バ
レ
ー
、
飲
食
店
、
旅
館
な
 

ど
を
利
用
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
 

の
利
用
料
金
の
 10 

％
が
税
金
と
 

な
り
、
料
金
と
併
せ
て
請
求
さ
 

れ
る
税
で
す
。
 

ま
た
仕
出
し
屋
、
料
理
店
、
 

飲
食
店
等
か
ら
家
庭
や
公
民
館
 

な
ど
に
出
前
を
受
け
た
場
合
も
 

同
じ
よ
う
に
課
税
さ
れ
る
こ
と
 

に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

な
お
、
旅
館
で
は
一
人
一
泊
 

二
食
五
千
円
以
下
、
飲
食
店
（
 

仕
出
し
、
出
前
を
含
む
）
な
ど
 

は
一
人
二
千
五
百
円
以
下
の
料
 

金
に
は
税
が
つ
き
ま
せ
ん
が
、
 

料
理
店
、
バ
ー
、
キ
ャ
バ
レ
ー
 

な
ど
は
す
べ
て
税
が
つ
き
ま
す
 

税
が
つ
い
た
場
合
、
経
営
者
 

は
皆
様
方
に
公
給
領
収
証
を
お
 

渡
し
す
る
こ
と
に
な
つ
て
い
ま
 

す
の
で
、
必
ず
受
け
と
り
お
確
 

め
く
だ
さ
い
。
 

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
 

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

田
川
財
務
事
務
所
間
税
課
 

（
田
川
）
④
八
一
一
一
番
 

一柿落葉笠」鯛」 

」 

マ
サ
コ
 

く 

I
走
 
多
お
 

迎
へ
る
春
を
思
ふ
た
の
し
さ
「
 

m 
は
ぜ
の
実
の
 

‘・《‘ 

」 

一
し
ぼ
る
醸
清
子
皿
熱
』
一
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町
 

田
 

金
 

母
子
家
庭
の
修
学
・
就
職
 

資
金
の
貸
付
制
度
ク
 

中
学
や
高
校
三
年
の
お
子
様
 

で
進
学
希
望
の
方
に
は
母
子
福
 

祉
法
に
よ
り
修
学
資
金
（
県
立
 

高
校
専
修
学
校
月
額
七
千
円
国
 

公
立
大
学
月
額
一
万
八
千
円
私
 

立
大
学
二
万
七
千
円
）
や
就
学
 

支
度
金
（
高
校
五
万
円
大
学
七
 

万
円
）
が
無
利
子
で
借
り
ら
れ
 

卒
業
後
働
き
乍
ら
少
し
ず
つ
返
 

済
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
又
 

就
職
す
る
場
合
に
は
就
職
支
度
 

金
が
（
七
万
円
）
借
り
ら
 11 

ま
 

す
。
合
格
し
て
か
ら
申
込
む
と
 

支
度
金
等
間
に
合
わ
な
い
こ
と
 

が
あ
り
ま
す
の
で
、
入
学
願
書
 

提
出
と
同
時
に
御
相
談
下
さ
い
 

次
に
高
校
三
年
の
途
中
で
満
 

＋
八
才
に
な
つ
た
為
に
児
童
扶
 

養
手
当
が
受
給
で
き
な
く
な
つ
 

た
場
合
に
は
、
そ
れ
と
相
当
額
 

（
現
在
月
三
万
二
千
七
百
円
）
 

を
卒
業
ま
で
無
利
子
で
借
り
る
 

制
度
も
あ
り
ま
す
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
金
田
町
役
 

場
福
祉
係
か
東
金
田
山
口
信
子
 

（
②
一
〇
九
三
か
〇
九
四
七
四
 

⑥
一
〇
九
二
）
へ
御
相
談
下
さ
 

い。 

空
手
で
心
身
の
鍛
錬
を
ク
 

強
靭
な
体
は
幼
児
の
頃
か
ら
養
わ
れ
る
 

寒
さ
吹
き
と
ば
し
空
手
の
け
い
 

こ
に
励
む
姿
は
た
く
ま
し
く
て
 

元
気
な
姿
で
あ
り
ま
す
。
毎
週
 

月
水
曜
に
な
る
と
体
青
館
か
ら
 

元
気
な
掛
声
が
響
い
て
く
る
．
 

空
手
道
を
修
業
す
る
者
は
学
業
 

に
職
務
に
通
じ
て
正
し
く
強
く
 

明
る
く
各
人
が
衆
に
模
範
た
ら
 

ん
と
心
掛
け
何
事
も
終
始
一
貫
 

誠
意
を
つ
く
す
こ
と
で
あ
る
。
 

私
達
は
次
の
修
業
者
五
訓
を
守
 

つ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
 

、
礼
儀
を
重
ず
べ
し
 

、
態
度
を
慎
む
べ
し
 

、
言
語
を
謹
む
べ
し
 

、
意
気
を
盛
に
す
べ
し
 

、
清
緊
を
旨
と
す
べ
し
 

毎
年
各
種
の
大
会
が
開
催
さ
れ
 

て
い
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
大
会
 

に
参
加
さ
せ
て
い
ま
す
又
有
段
 

者
は
年
に
二
回
養
秀
会
主
催
に
 

よ
る
実
戦
空
手
大
会
が
夏
に
開
 

催
さ
れ
ま
す
の
で
空
手
を
練
習
 

し
て
い
る
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
 

な
ら
ば
出
場
し
て
自
分
の
力
を
 

た
め
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

実
戦
空
手
こ
そ
男
の
武
道
で
あ
 

る
。
相
手
を
倒
す
練
習
を
す
ろ
 

事
で
あ
る
。
空
手
を
学
ぶ
人
が
 

お
ら
れ
ま
し
た
ら
ば
御
連
絡
下
 

さ
い
．
 

問
合
せ
 

木
戸
勝
正
②
二
二
〇
〇
番
 

昭
和
 59 

年
度
金
田
町
建
設
工
事
 

参
加
資
格
審
査
申
請
書
提
出
期
 

日
に
つ
い
て
 

（
お
知
ら
せ
）
 

金
田
町
役
場
 
土

木

鉱

害

課

 

金
田
町
が
発
注
す
る
昭
和
 59 

田
添
付
書
類
 

年
度
工
事
の
指
名
参
加
を
要
望
 

さ
れ
る
方
は
、
町
が
定
め
た
期
 

日
ま
で
に
関
係
書
類
を
整
備
し
 

て
提
出
し
て
下
さ
い
。
 

尚
、
期
日
ま
で
に
提
出
さ
れ
 

な
い
場
合
は
一
年
間
金
田
町
の
 

指
名
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
 

御
留
意
願
い
ま
す
。
 

記
 

0
提
出
期
間
 

昭
和
 59 

年
ー
月
4

日
よ
り
 

3
月
 31 

日
ま
で
 

e
書
式
 

建
設
省
統
一
様
式
 

一
、
町
税
完
納
証
明
 

一
、
国
民
健
康
保
険
完
納
証
明
 

一
、
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
資
 

金
完
納
証
明
 

一
、
水
道
料
金
完
納
証
明
 

一
、
身
元
証
明
書
 

O
受
付
窓
口
 

金
田
町
役
場
 

土
木
鉱
害
課
 

追
神
 

添
付
書
類
完
備
の
上
申
請
し
 

て
下
さ
い
、
添
付
書
類
不
備
の
 

場
合
は
受
付
出
来
ま
せ
ん
の
で
 

念
の
た
め
申
し
添
え
ま
す
。
 

来
春
高
校
卒
業
予
定
者
の
 

陸
海
空
自
衛
官
志
願
者
受
付
中
 

一
、
受
付
期
間
 

随
時
行
つ
て
お
り
ま
す
。
 

二
、
試
験
日
及
び
試
験
場
 

水
道
管
は
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
 

ー
露
出
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
 

一
度
点
検
し
 

冬
の
季
節
で
す
ノ
水
道
管
の
総
 

点
検
は
も
う
お
す
み
で
す
か
ノ
・
 

水
道
管
や
、
メ
ー
タ
ー
は
寒
が
 

り
屋
で
す
ね
、
凍
る
と
破
裂
す
 

る
な
ど
故
障
が
多
い
の
も
こ
れ
 

か
ら
の
季
節
で
す
。
 

破
裂
す
る
と
水
道
が
使
用
で
き
 

な
い
だ
け
で
な
く
水
漏
で
水
道
 

料
金
が
た
い
へ
ん
か
さ
む
こ
と
 

に
な
り
ま
す
。
 

被
害
防
止
に
は
こ
う
し
た
ら
ど
 

う
で
し
よ
う
。
 

破
裂
を
防
こ
う
ー
 

※
水
道
管
は
布
や
縄
、
保
温
チ
 

ュ
ー
プ
な
ど
で
保
温
し
直
接
ぬ
 

れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

※
凍
つ
て
し
ま
つ
た
ら
タ
オ
ル
 

な
ど
（
布
）
を
水
道
管
に
か
ぶ
せ
 

て
、
ぬ
る
ま
湯
で
気
長
に
と
か
 

す。 

（
熱
湯
を
か
け
る
と
破
れ
 

て
し
ま
い
ま
す
）
 

※
屋
外
に
あ
る
太
陽
熱
温
水
器
 

な
ど
は
水
抜
き
し
て
凍
ら
な
い
 

よ
に
す
る
こ
と
も
い
か
が
で
し
 

よ
う
。
 

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

試
験
、
三
種
目
 

0
筆
記
試
験
 

国
語
、
数
学
、
 

社
会
及
び
 

作
文
 

e
ロ
述
試
験
 

O
身
体
検
査
 

四
、
そ
の
他
 

0
身
分
 

特
別
職
国
家
公
務
員
で
す
。
 

e
間
い
合
せ
先
 

自
衛
隊
飯
塚
募
集
事
務
所
 

皿
〇
九
四
八
勧
四
八
四
七
 

昭
和
 58 

年
度
 

「
青
年
の
家
ス
キ
ー
研
修
」
 

ー

開

 催
 
要
 
項

ー

 

一
、
趣
旨
 

四
、
研
修
対
象
者
 

五
人
以
上
で
宿
泊
し
て
研
修
 

冬
季
野
外
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
 

活
動
を
行
う
次
の
グ
ル
ー
プ
 

の
一
環
と
し
て
、
ス
キ
ー
研
修
 

m
勤
労
青
少
年
 

を
取
り
入
れ
、
ス
キ
ー
の
素
晴
 

②
中
学
生
以
上
の
生
徒
及
び
 

ら
し
さ
を
経
験
さ
せ
る
と
と
も
 

学
生
 

に
、
ス
キ
ー
の
基
礎
知
織
と
技
 

⑧
社
会
教
育
関
係
者
 

術
・
正
し
い
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
 

田
そ
の
他
所
長
が
適
当
と
認
 

け
さ
せ
る
。
 

め
た
も
の
 

詳
し
い
事
は
教
育
委
員
会
に
お
 

一
一
、
期
H
 

た
ず
ね
下
さ
い
 

昭
和
 59 

年
ー
月
下
旬
1
3
月
 

上
旬
 
た
だ
し
、
第
一
月
曜
 

日
と
第
三
日
曜
日
の
休
所
日
 

を
除
く
 

三
、
研
修
会
場
 

福
岡
県
立
英
彦
山
青
年
の
家
 

鷹
巣
原
ス
キ
ー
場
及
び
そ
の
 

周
辺
 

T
E
L
②
2
2
0
0
 

あ
り
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
し
た
 

香
典
返
し
 

金
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

原
 

久
夫
殿
 

村
山
 

豊
殿
 

中
山
ョ
シ
ェ
殿
 

国
武
 
文
吾
殿
 

牛
島
ヤ
ェ
ノ
殿
 

4 

大
嶋
幸
太
郎
殿
 

右
の
方
か
ら
御
寄
付
を
い
た
 

だ
き
ま
し
た
の
で
、
有
意
義
に
 

使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 


